
P値など統計量が表示され
ない



P値など統計量が表示されない
• 統計量を表示するには“検定”を行う必要があります。

• ROIは少なくとも2つの属性が設定されている必要があります

• 手順
1. “ROI設定”でROIの属性を二つ以上設定
2. データ行列を作成
3. “検定”を実行



ROIの設定

二種類以上のROIの属性を設定します。
（この例ではCenter と outside)



1.1 データ行列の設定



1.2 データ行列の設定
対象とするピークを選択します。

ノンターゲットはスペクトルから一定幅で信号強度を
切り出します。
ターゲットは特定のm/z値と許容幅を指定します。

目的に応じて設定してください。



1.3 データ行列の計算



1.4 計算の実行



1.5 データ行列計算完了

データ行列テーブルにデータ行列の概要が表示されます。



2. 1 “検定”を実行



2. 2 “検定”の計算結果が表示される
平均、標準偏差、P値などです。
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